HIV・エイズの基礎知識：知っておくこと
こんにちは。「HIV・エイズの基礎知識」へようこそ！私「プレゼンター職」担当の「プレゼンター名」と申します。
HIVおよびエイズは、あなたの生命に多大な影響を及ぼし、死をもたらすことがあります。 こちらのビデオで紹介されている内容に従って、HIVの感染を予防すれば、エイズの原因であるHIVに感染するリスクを軽減することができます。 つまり、あなたの生命や、現在または将来の性的パートナーの生命、そして将来の子供の生命を守ることができるでしょう。
エイズとは、HIVと呼ばれるウイルスの感染末期の症状をいいます。 HIVに感染すると、病気に対する身体能力が低下します。 感染当初および数年間は、何も症状がでないことがあるので、HIVに感染していても気がつかない場合があります。 通常、検査で「HIV陽性」と判定されるには、感染が疑われてから少なくとも25日かかります。 しかしまれに、HIV陽性と判定されるのに、感染が疑われてから最大6ヶ月かかることもあります。 検査でHIV陽性と判定される前であっても、HIVにすでに感染している場合は、他の人にウイルスをうつしてしまう可能性があります。
HIVが病気と闘う身体能力に十分なダメージを与えている場合、この感染者は、健康な人であれば感染しない伝染病にかかりやすくなります。 これが生じると、このHIV陽性者はエイズにかかったとみなされ、エイズ治療なしでは死に至る恐れがでてきます。
HIVはどのように広がるのでしょうか。 HIV感染者の唾液や汗、涙からHIVに感染することはありません。また、HIV感染者と一緒に暮らしたり、仕事をしたり、食事をしたり、手を握ることで感染することもありません。 HIVウイルスは、感染者の血液、精液、膣液、そして母乳に存在します。 HIVは、感染者の血液、精液、膣液または母乳などの体液が、相手の身体、例えば、膣、口、肛門または皮膚の傷口などに接触したときに感染します。 一般的なHIVの感染経路は3つあります。
１つ目のHIV感染経路は、性交渉感染です。 このHIV感染経路は、圧倒的に一般化しています。 性交渉によって、HIVが互いのパートナーに感染する恐れがあります。 性的パートナーが多ければ多いほど、HIVに感染する危険性が高くなります。
２つ目の感染経路は、注射薬物常習者による注射針の共有によるものです。 HIV感染者が薬物注射に注射針を使用すると、HIVに感染している血液が針の内面と表面に付着します。 他の人がこの使用済みの注射針を使用すると、その人にHIVが感染する恐れがあります。
３つ目の感染経路は、母子感染によるものです。 妊娠中の女性がHIVに感染している場合、胎児にHIVが感染してしまう恐れがあります。 一般的には、子供が母親の産道を通過するとき起こります。 出産後に子供に母乳を与えると、その母乳を通して子供にHIVが感染するかもしれません。
HIV感染を防ぐにはどうしたらよいでしょうか。 性交渉をしないことと注射針を共有しないことで、感染リスクを最小限に抑えることができます。
性交渉を行うのであれば、感染リスクを大幅に軽減するために、次のことを実践しましょう。
まず最初に、あなたとあなたのパートナーがHIVに感染しているかどうかを知ることが大切です。 簡易血液検査、または口内粘膜の採取による検査で、HIV陽性であるかどうかが簡単に調べられます。 ほとんどの国では、このHIV検査を無料で受けることができます。 検査で「HIV陽性」の判定が出るまでには、HIVに感染した疑いのあるときから最大6ヶ月かかるかもしれないことを忘れないでください。 ですので、性交渉をしたり注射針を共有するなど、HIVに感染した疑いがある時から、少なくとも6ヶ月後に受けた検査で「HIV陰性」の結果が出ないと、HIVに感染していないことを知ることはできません。
２つ目に実践することは、パートナーを1人とし、そのパートナーとだけ性交渉するということです。
最も重要な3つ目に実践することは、ラテックス製コンドームを性交渉の際に必ず正しく使用することです。これは、膣性交、肛門性交、そして口腔性交を含む、すべての性交形態に該当します。 ラテックス製コンドームは、HIV感染予防を保障するものではありませんが、正しく使用すれば、パートナー間でウイルスが伝染するリスクを大幅に減らします。
コンドームを正しく使用するには、勃起した陰茎がパートナーの身体に接触する前にコンドームを着用しなくてはなりません。 この際、コンドームの先端部に精液が溜まるよう、少し隙間を空けて装着してください。 また、装着時にコンドームを引っ張らないようにしてください。靴下を履くわけではありません。 射精後は、コンドームが外れないように陰茎の根元からコンドームを押さえ、陰茎が柔らかくなる前にパートナーの性器から速やかに抜き出しましょう。 こうすることでコンドームから精液が漏れるのを防ぎます。 使用後のコンドームは処分してください。
4つ目に実践することは、梅毒または淋病などの性感染症に罹っている場合、HIV感染のリスクを高めるので、その治療を受けるということです。
5つ目に実践することは、あなたが性交渉を行う男性異性愛者である場合に、医師から包茎手術を受けることを検討することです。 ウガンダ、ケニアそして南アフリカにおける調査によると、カウンセリングと共に医学的な包茎手術を受けた場合、男性異性愛者がHIVに感染するリスクは半減します。 しかし、この手術を受けたとしても、HIVの感染予防は保障されませんし、コンドーム使用時と同様の安全な性行為ができるのではありません。 包茎手術を受けていない男性が自分自身やパートナーをHIV感染から守るためにコンドームを使用するのと同じく、包茎手術を受けた男性も継続的にコンドームを使用しなければなりません。
経済的に貧しかったり、平等な権利が得られない社会で暮らしている場合、以上のガイドラインに従うことができないかもしれません。 HIVの感染予防教育、コンドーム、HIV検査、そしてエイズ治療薬による治療をすべての人々に提供していくことは大切です。
注射薬物常習者の間で行う注射針の共有は、HIVが最も一般的に感染する経路の1つです。 ですので、注射薬物を使用しないでください。 もし注射薬物を使用するのであれば、決して使用済みの注射針を使わないでください。 開封したばかりの、新しく清潔で未使用の、滅菌済み注射針を使用することでHIVに感染することはありません。 薬物注射に使用済みの注射針を使うのであれば、止むを得ない最後の手段として、注射針を洗い、その内面と表面を漂白剤で殺菌し、水でしっかりすすいでから使用します。これで、HIVに感染するリスクが減らせます。
結婚する前にHIV検査を受け、そしてあなたのパートナーにも検査を受けてもらうようにしましょう。その後は、互いの検査結果について話してみてください。 結婚するまで性交渉を行わない人が中にはいますが、そのような人たちが配偶者からHIVに感染することがあります。 このような配偶者は恐らく、自分がHIVに感染していたことに気づいていなかったか、もしくは、感染していたことを知っていたのに黙っていたのでしょう。
あなたが妊娠している場合は、HIVに感染している可能性がないと確信していても、検査を受けてください。 HIV陽性の女性は、医師の指示に従ってエイズ治療薬を服用することで、母子感染リスクを軽減することができます。 母親がきれいな水と粉ミルクを常時入手できる場合は、母乳の代わりに粉ミルクを授乳することで母子感染リスクをさらに軽減できます。 HIV検査を受けて、あなたがHIV陽性者であったとしても、医師の指示に従うことであなたの子供の命を救うことはできます。
すでにあなたがHIV陽性者である場合、HIV感染予防のために何ができるでしょうか。 それは、性交渉を行う前に、あなたがHIVに感染していることをパートナーに告知し、感染予防方法について共に話し合うことです。 性交渉の際はどんな性交形態であれ、コンドームを正しく使用してください。 エイズ治療薬による治療を受けている場合は、医師が処方した服用時間と数量を守ってください。
あなたが誰であろうと、私たちひとりひとりが皆大切です。そしてその生命は世界の誰とも同じ価値を持っています。 どうか自分と自分の周りの人たちを大切にしてください。 そして、HIV感染のリスクを軽減するための正しい選択をしてください。
以上、AIDSvideos.orgの「プレゼンター名」でした。
[ STOP TRANSLATION HERE ]

Script by Becky Kuhn, M.D. of Global Lifeworks and Eric Krock of AIDSvideos.org.

The English original script was reviewed for accuracy and approved by Becky Kuhn, M.D. on March 18, 2009..
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Instructions to translators:
·  “…by a virus called HIV.” If germ theory is widely understood and accepted in your target language and culture, and the term “virus” is widely understood, leave in the phrase “a virus called” since it will add understanding if the target viewers understand what a virus is already. However, if germ theory is not widely understood or accepted and/or the term “virus” is not widely understood, just omit the phrase “a virus called.” This is a judgment call.
·  “every time you have sex, every way you have sex. This includes vaginal sex, anal sex, and oral sex.” In this sentence, the sentence  listing specific sexual practices “This includes vaginal sex, anal sex, and oral sex.” should be considered optional. If a specific sexual practice such as anal sex and/or oral sex is considered too taboo or offensive in your culture, you may leave this sentence out. 

· “any other sexually transmitted diseases, such as syphilis or gonorrhea,” We are listing syphilis and gonorrhea as two examples of sexually transmitted diseases. If the terms for either or both of these diseases are little known or too hard to understand in your language and culture, you may leave either or both of them out.
